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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

臨界解析に高度な知識と経験を有する日露の専門家が協力し、福島第一

原子力発電所の燃料デブリ取出し作業時の安全確保に資する燃料デブ

リ再臨界可能性の評価を高度化することを目的とする。具体的には、日

本側は燃料デブリ水中落下時の臨界性解析の高度化、ロシア側は燃料デ

ブリ組成解析及び臨界性等の手法の高度化を進め、さらに日露共同で燃

料デブリ臨界解析のベンチマーク解析を行い燃料デブリ臨界解析の精

度についての検証を行うこととして、以下の項目を行う。 

１）燃料デブリ水中落下臨界解析の高度化 

２）燃料デブリ臨界解析ベンチマーク 

２．総合評価 Ａ ・1Fニーズに対応しており、臨界安全技術を高度化するための実施内容

が明確であることも評価ができる。 

・一方、計算機の性能の問題もあるが、迅速性については十分ではない

ため、改善を行って欲しい。 

・研究期間が短い課題ではあったが、今後の課題は把握できているた

め、令和3年度に採択された継続課題において、初期条件の設定範囲

や計算モデルの精度向上など、しっかりと進めて欲しい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


